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料金が書いていないものは無料です。申込方法が書いていないものは電話で申し込みください。
   とあるものは市ホームページから様式をダウンロードできます。 お知らせ

自主財源
44.8％依存財源

55.2％

市税
125億3,900万3千円

（26.6％）

地方消費税交付金 23億7,500万円（5.1％）
その他 8億5,300万円（1.8％）

国庫支出金
52億9,130万9千円

（11.2％）

地方交付税
105億円

（22.3％）

市債
41億421万8千円

（8.7％）

繰入金
63億304万円
（13.4％）

諸収入 13億7,126万4千円（2.9％）
使用料及び手数料 5億3,587万1千円（1.1％）

分担金及び負担金 2億2,456万5千円（0.5％）
その他 1億6,027万2千円（0.3％）

歳入
471億

500万円

県支出金
28億4,745万8千円

（6.1％）

■：依存財源 259億7,098万5千円■：自主財源 211億3,401万5千円

会計名など 令和５年度末現在高見込額 令和４年度末現在高見込額 増減額 増減率
一 般 会 計

水 道 事 業 会 計

下水道事業会計

　  基　金

うち財政調整基金

627億9,338万6千円

39億4,765万2千円

181億1,885万2千円

80億7,726万3千円

＊ 26億6,081万5千円

668億1,860万9千円

36億4,544万4千円

187億4,040万9千円

144億6,413万9千円

88億1,679万8千円

△ 40億2,522万3千円

3億220万8千円

△ 6億2,155万7千円

△ 63億8,687万6千円

△ 61億5,598万3千円

△ 6.0％

8.3％

△ 3.3％

△ 44.2％

△ 69.8％
※令和５年度末現在高見込額の財政調整基金は、令和４年度末現在高見込額から令和５年度運用益を積み立て、令和５年度当初予算に計上した
　繰入額を差し引いたもの

会　　計　　名 令和５年度予算 令和４年度予算 増減額 増減率
一 般 会 計 471億500万円

84億7,990万円
12億6,790万円

102億6,450万円
2,140万円

671億3,870万円
20億6,862万1千円
9億4,145万7千円

30億1,007万8千円
24億6,720万2千円

31億6,282万円
56億3,002万2千円

461億3,700万円
84億3,860万円
12億2,550万円
98億6,470万円

2,210万円
656億8,790万円

20億4,161万2千円
5億8,173万7千円

26億2,334万9千円
22億6,261万3千円
30億8,793万5千円
53億5,054万8千円

9億6,800万円
4,130万円
4,240万円

3億9,980万円
△ 70万円

14億5,080万円
2,700万９千円
3億5,972万円

3億8,672万9千円
2億458万9千円

7,488万5千円
2億7,947万4千円

2.1％
0.5％
3.5％
4.1％

△ 3.2％
2.2％
1.3％

61.8％
14.7％
9.0％
2.4％
5.2％

国 民 健 康 保 険 事 業
後 期 高 齢 者 医 療
介 護 保 険 事 業
勤 労 者 福 祉 共 済 事 業

後 期 高 齢 者 医 療
介 護 保 険 事 業
勤 労 者 福 祉 共 済 事 業

計合
収 益 的 支 出
資 本 的 支 出
合　　　　　　　　　　計
収 益 的 支 出
資 本 的 支 出
合　　　　　　　　　　計

資 本 的 支 出
計合

収 益 的 支 出
資 本 的 支 出

計合

一般会計予算は

471億500万円
（前年度に比べて2.1％増）

令和5年度当初予算 財務課
☎34-5526

市税の内訳
固定資産税……… 60億2,570万3千円
市民税…………… 50億3,078万5千円
市たばこ税…………… 6億7,609万円
都市計画税………… 4億1,120万3千円
軽自動車税………… 3億5,474万6千円
入湯税………………… 4,047万6千円

その他の内訳
自主財源
●繰越金…………………………………… 1億円
●財産収入……………………… 6,026万8千円
●寄附金…………………………………… 4千円
依存財源
●地方譲与税…………………… 3億7,600万円
●法人事業税交付金…………… 2億3,900万円
●地方特例交付金………………………… 1億円
●配当割交付金…………………… 6,900万円
●環境性能割交付金……………… 2,100万円
●株式等譲渡所得割交付金……… 1,600万円
●交通安全対策特別交付金……… 1,400万円
●ゴルフ場利用税交付金………… 1,200万円
●利子割交付金……………………… 600万円

民生費
140億6,525万2千円

（29.9％）

公債費
83億8,667万円

（17.8％）総務費
57億2,533万円

（12.2％）

教育費
45億7,222万4千円

（9.7％）

土木費
57億1,553万1千円

（12.1％）

農林水産業費 8億8,528万5千円（1.9％）
消防費 16億4,989万8千円（3.5％）
商工費 18億9,563万6千円（4.0％）

その他
4億5,192万2千円
　　　　  （0.9％）

衛生費 37億5,725万2千円（8.0％）

歳出
471億500万円

市民1人に使われるお金
50万5,077円

（令和5年2月1日現在）

市民1人当たりの予算額と主な事業

高齢者、障がい者、児童の福祉推進など

15万813円
・保育サービスの充実
・児童手当の給付
・障がい者自立支援給付

まちづくり推進、自治振興など

6万1,389円
・ふるさと三条応援寄附金の推進
・高等教育環境の充実
・地域公共交通の運行

公共施設の整備などのために借りた
お金の返済

8万9,925円

健康管理やごみ、し尿の処理など

4万287円
・予防接種の実施
・家庭ごみなどの収集・処理
・健康診査の実施

学校の管理運営や整備、文化・スポー
ツの振興など

4万9,025円
・小・中学校施設の改修・維持
・社会教育・体育施設の整備・維持

産業や観光の振興など

2万326円
・中小企業への制度融資
・燕三条地場産業振興センター事業
・観光施設の整備

道路、河川、公園の整備など

6万1,284円
・道路の改良・維持
・水害対策の充実・強化
・雪害対策の充実・強化

農業の振興や消防、議会運営など

3万2,028円
・農業環境の保全の推進
・農業の担い手確保・育成
・消防施設の整備

民生費 総務費公債費

衛生費教育費 商工費

土木費

その他

その他の内訳
●議会費…………………… 2億4,789万2千円
●労働費…………………… 1億9,366万8千円
●予備費…………………………… 1,000万円
●諸支出金………………………… 36万２千円

主な建設事業
●道路維持事業……………… 7億704万4千円
●道路改良事業……………… 6億3,100万円
●社会体育施設事業……… 5億1,265万7千円
●小学校整備事業…………… 2億3,436万円
●中学校整備事業………… 2億2,738万8千円
●田島曲渕線道路改築事業… 1億9,500万円
●消防施設等整備事業……… 1億944万4千円

　令和５年度の当初予算が、３月の定例市議会で決定しました。
　ふるさと三条応援寄附金が大きく増加する一方で、エネルギー価格や物価高騰の影響による経費の増加が見込ま
れています。その中で新総合計画に基づく施策を確実に実行していくため、事務事業の見直しを行い、目指すべき
将来都市像「豊かな自然に恵まれた　歴史と文化の息づく　創意にみちたものづくりのまち」の実現に向け、市政を
展開していきます。

　予算とは、１年間に入ってくるお金
を見積もって、その使い道を決めた
ものです。納めていただいた税金や、
国や県からの交付金などが、どのよ
うな事業にどれくらい使われるのか
示しています。予算は、その目的によ
って、３種類の会計（一般会計、特別
会計、企業会計）に分けられます。
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市債と基金の状況
　市債とは、主に建設事業を行うために、国や金融機関などから借り入れる資金のことです。これは、公債費として
長期間にわたって返済していきます。
　基金とは、特定の目的のために財産を維持し、資金を積み立て、または定額の資金を運用するために、条例の定め
に基づいて設置した財産のことです。

市
債

企
業
債


